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論文内容の要旨
本論文は、無線マルチメディア通信システムのためのリソースマネージメントに関する研究成果をまとめたもので
あり、以下の 6 章で構成されているo
第 l 章では、本研究の背景、目的ならびに概要について述べた。
第 2 章では、柔軟なリソースマネージメントが可能なシステムとして本研究で注目する適応変調システム、
TDMA (Time Division Multiple Access) /CDMA (Code Division Multiple Access) システム、 CDMA/TDD
(Time Division Duplex) システムについて、その特徴及び利点を述べ、この 3 つのシステムに注目する理由を明確
にした。
第 3 章では、適応変調方式を用いる無線マルチメディア通信システムにおける変調レベル選択法について検討を行
なった。各ユーザの伝搬路環境のみならず所要品質 (QoS : Quality of Service) も考慮、した変調レベル選択法を提
案し、計算機シミュレーションにより、提案アルゴリズムの有効性を示した。
第 4 章では、各ユーザが、伝搬路環境や要求する QoS に応じて柔軟に TDMA 及び DS (Direct Sequence) -
CDMA 方式を選択可能な TDMA/CDMA システムについて検討を行なった。まず、 TDMA/CDMA システムのた
めのアクセス制御方式選択アルゴリズムを理論的に導出した。そして、 TDMA/CDMA システムのトラフィック特
性を、従来の TDMA システム及び CDMA システムの特性と比較することにより、アクセス制御方式選択可能性が
トラフィック特性向上に有効であることを示した。
第 5 章では、 CDMA/TDD システムにおけるスロット割り当て法について検討を行なった。マルチメディアトラ
フィックを効率的にサポートするためのスロット検索法、ならびに上下非対称トラフィックを効率的にサポートする
ための上下非対称スロット割り当てアルゴリズムを提案し、計算機シミュレーションにより、提案スロット検索法お
よび上下非対称スロット割り当てアルゴリズムの有効性を示した。
第 6 章では結論として、本研究で得られた成果の総括を行なった。
論文審査の結果の要旨
-774-
本論文は、周波数利用効率の高い無線マルチメディア通信システムの実現を目的として、柔軟なリソースマネージ
メント法の提案を行なっている o 各リソースマネージメント法のシステム特性を、マルチメディア、マルチセル環境
を仮定した計算機シミュレーションにより解析し、各リソースマネージメント法の有効性を示している。得られた結
果を要約すると、以下の通りであるo
(1)適応変調方式を用いる無線マルチメディア通信システムにおいて所要品質を考慮した変調レベル選択法を提案し、
そのトラフィック特性の解析結果を示している o 提案アルゴリズムは、所要タイムスロット数を低く抑えつつ、
セル間干渉としてシステム特性を劣化させる各端末の送信電力を低く抑えることが可能であり、従来の所要スロッ
ト数のみに着目したアルゴリズムに比べ優れた特性を持つことを示しているo これにより、マルチメディア環境
においては、変調レベルの高い変復調方式を優先的に選択することが必ずしも優れた特性を持つとは限らないこ
とを示している。
(2) 各ユーザが、伝搬路環境や要求する QoS に応じて柔軟に TDMA 及び DS-CDMA 方式を選択可能な
TDMA/CDMA システムのシステム容量およびトラフィック特性の解析結果を示している。このような複数の
アクセス制御方式を l つのシステムで用いる考え方は本論文で初めて提案されたものである o システム容量の理
論解析により、 TDMA 方式は高品質なサービス、 DS-CDMA 方式は低品質なサービスのユーザのサポートに適
しているという興味深い結果を得ている o さらに、この結果に基つeいたアクセス制御方式選択アルゴリズムを提
案し、適切にアクセス制御方式を選択する TDMA/CDMA システムが、従来の TDMA システム及び CDMA
システムに比べ優れたトラフィック特性を持つことを示している o
(3)CDMA/TDD システムの持つ時間直交性という特徴を最大限に生かすために、各スロットを用いるユーザがサー
ビス毎に棲み分けされるスロット検索法を提案し、そのトラフィック特性の解析結果を示しているo 提案スロッ
ト検索法を用いる CDMA/TDD システムは、 QoS の異なるユーザ聞の干渉を低減することにより、
CDMA/FDD (Frequency Division Duplex) システムや TDMA/TDD システムに比べ優れた特性を持つこと
‘を示している o
(4)CDMA/TDD システムの持つ上下非対称トラフィックに対する柔軟性という特徴を最大限に生かすために、各
セルのトラフィックの非対称性の変化に柔軟に対応可能なスロット割り当てアルゴリズムを提案し、そのトラフイツ
ク特性の解析結果を示している o 提案スロット割り当てアルゴリズムは、これまで提案されてきた非対称スロッ
ト割り当てアルゴリズムで問題となっていた異なる回線聞の干渉、つまり、基地局間および端未聞の干渉を低減
可能であり、従来のアルゴリズムに比べ優れた特性を持つことを示しているo
以上のように、本論文は現在需要が急激に高まっているマルチメディアサービスを限られた周波数帯域で提供する
問題に対し、柔軟なリソースマネージメントを用いることによって周波数利用効率の向上が可能であることを示して
いる。また、本論文は複雑なマルチメディア無線通信環境を計算機内に実装することで極めて実用的なモデルで評価
を行なっており、工学的に独創的な研究であると言え、通信工学に寄与するところが大き L 、。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める o
? ?
